
         これからの電子書籍と電子図書館 

 書籍はグーテンベルグ革命で大量に印刷され、社会を大きく進歩させたが、今日ネット

の発展とそれに乗って流布する電子書籍の時代となりつつあり、新たな革命がおこってい

る。電子書籍は紙の書籍と違いマルチメディアの媒体であり、ネットを通じて対話ができ

るといった読書機能も持ちうる。 

 こういった電子書籍を対象とする電子図書館は書籍をいろんな単位に分解し、他の書籍

の関係する部分とリンク付けしたりすることによって電子図書館は知識のネットワークを

構成し、事実検索ができるなど、これまでの図書館とは質の違った高度の能力を持つこと

ができる。国立国会図書館の現状を紹介しながら、これからの可能性について論じる。 
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